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日本脳炎の蚊媒介説に関する実験的研究

金沢大学医学部微生学教室（主任　谷教授）

專攻生　野　　村　　幸　　男
　　　　　　　　　y娩10　エ＞0田暇α

　　　　　　　　（昭和30年7月8日受附）

第1章緒

　日本脳炎の人体及び動物体に伝播する経路に

ついては，いまだ確定的なものが外見されず，

蚊媒介読或いは小滴感染読等が存在する．自然

界における蚊より日本脳炎病毒を分離すること

に成功したものに三田村，北岡1），Hammon　2），

論

及びSabin　3）等があり，更に実験的研究の方面

では三田村，北岡，安東4）5），沼田6），Hammon

7）等のものがあり，蚊媒介読が有力である．

　余は日本脳炎の蚊媒介説に関する実験的研究

について柳か知見を得たので報告する．

第2章　自然界の蚊よりの日本脳炎病毒分離について

　　　　　第1節研　究　方法
　マウスは体重89程度の幼若マウスを用いた，

　1953年より1954年に亘り7月上旬より8月及び9月

上旬迄の間，随時日華後約30平して富山市内の入家及

び小杉高等学校の畜舎にて吸虫管を用い，主としてコ

ガタアカイエカ，アカイエカ，シナハマダラカのみを

採集した。1回の探集蚊数は最低36匹，最高824匹に

して探集困難な時は2日聞に探回した蚊を合して実験

に用いた．

　探集した蚊は乳鉢にて磨葎し，それにリソデル液を

加えて10％（重量）稀釈液を作り，蚊の目方を0・039と

し，毎分5000回転30分間遽心して採取せる上浩にペニ

シリン5，000Percc軍位を加えて10－2倍液とし，つ

いで10－3，10－4，10－5倍に階段稀釈液を作りその

0・02ccずつをマウス脳内に援種した．

　マウスは3匹宛を1群となし，接種後のマウスは一

括累代法を探用し，7目間をへて生存しているマウス

をエーテルにて殺し，一方の脳牛球は血液寒天李板及

び肝臓ブイヨンに塗布し，他方の脳孚球はpH：7・4の

無蛋白ブイヨンで10％脳乳剤稀釈液を作り遠心し，そ

の上清を1G瑠稀釈液とし，マウス脳内に接種し最高

6代まで継代接種を行った．叉接種後3日以内に死亡

するマウスば非特異的な原因による死亡とみなし次代

への接種は行わなかった．

　　　　　第2節　実　験成　績

　第1表に示す如く実験回数は10回でその内コ

ガタアカ，イエカによるものは7回，アカイエカ

の1回，シナハマダラカ2回で，成績はすべて

陰性に絡つた．死亡したマウスの脳孚球より夫

々培養して黄色ブドウ球菌，肺炎双球菌2例を

証明し，恐らく化膿性脳膜炎にて死亡したもの

と推察される．

　：叉採集日は7月中に4回，8月申に4・回，9

月中に2回で，採集日より見れば，自然界にて

充分有毒蚊が存在すると推測されながら良い結

果は得られなかった．

　　　　　第3節小　　　　括
　日本脳炎の病毒伝播に関して今迄に三田村，

北岡，安東，Hammon，　Sabhユ等により蚊媒介

によることの有力な根拠が示されているが，自

然界における蚊よりの病毒証明は三田村及び北

岡のみが成功している．

　即ち氏等ηは定期的に蚊を探集しその季節的

消長を追求すると共に，自然界から探集した蚊

の病毒保有についての検索を反復した．

　病毒分離の方法は蚊をマウスに刺蟹せしめな
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第1表　自然界の蚊にっき実施せる日本脳炎：病毒分離の成績

実験番号

：No．　1

：No．　2

No．　3

No．　4

：No．　5

No．　6

No．　7

No．　8

No．　9

N6．10

探　　集　　蚊

コガタアカイエカ

シナハマダラカ

コガタアカイエカ

コガタアカイエカ

コガタアカイエカ

シナハマダラカ

コガタアカイエカ

アカイエカ

コガタアカイエカ

コガタアカイ一門

蚊　数

36匹
52匹
80匹
140匹

100匹
4工匹

452匹

319匹

413匹

824匹

探捌口

10パ肛

30／W

31／W

29／W

6／1×

12／皿

24佃
20緬
15／皿

12／孤

吸血沼館

36

28

62

99

67

30

415

275

381

624

実験成績

一（4代）死

一（3代）死

一（4代）死

一（5代）

一（6代）

一（4代）死

一（6代）

一（5代）

一（4代）死

一く5代）

いで，蚊乳剤のマウス脳内接種によった．

　即ち蚊：10『匹を磨印しこれにP．H　7．6の牛肉

ブイヨン0、2ccを加えて乳剤となしたるもの

に，ペニシリン5，000問罪Percc添加し10，000

回転20分聞耳心してその上清を用いた．

　その内日本脳炎と同定されたものは3株であ

ったと述べている．

　他方，小林8），金子9），は流行地の蚊を毎日

捕獲し7～554匹宛5日～20日間の闇隔を以て，

蚊乳剤を脳内に接種し6代まで継代接種した

が，すべて陰性に詰ったと述べている．

　余も亦先入より比較的多数の蚊を用い，吸血

蚊より病毒分離に成功しないかと予想し，竹内

10）のいう，脳炎病毒の外力なものはマウス継代移

植2～3代で固定すると述べているところが

ら，最高6代までマウス脳通過を行ったが，結

果は陰性に絡つた．

第3章　日本脳炎患者よりの病毒分離について

　　　　　第1節研　究　方法
　発病より接種材料判取迄最低3日より最高11日間を

へた患者につき，血液及び髄液を探卜し，その後，最

短2分，最長2時聞ユ0分の閻に，マウス脳に接種し
た．

　先ず患者の姿勢を二二位に固定し，髄液圧を測定

し，約10ccの髄〔液を探卸し，マウス1匹につき0・025

cc宛を脳内に接種し，3匹を1群として経過を観察，

4～5目の後，立毛，痙…肇，四肢麻痺，不穏等の定型

的な日本脳炎の発症を来たしたものは眞性とみなし，

中和試験にて同定し，病理検：査も行った．

　又接種7日後にても何ら症候を呈しないマウスはエ

Pテルにて殺して一・括累代法により脳篭球を無蛋白ブ

イヨンを用いて乳剤とし，6代迄継代接種して経過を

観察した．

　次に患者より血液を約5ccを探集し，それにヘバリ

シ血液としてペニシリン5，000Per　cc三位を加え

0．025ccずつ脳内接種を行い，更に腹部皮下の接種法

をも使用して継代接種を行った．

　　　　　第2節　実　験成　績

　第2表及び第3表に示す如く実験例は10例に

てこの者より髄液及び血液を同時に探湿し，髄

液の陽性例はNo．9，　No．10，の2例で20％の

陽性率を示し，残りの8例はいずれも陰性であ

った．

　次で血液を0．025ccずつマウスに接種したも

の10例中3例が陽性で30％を示し，残り7例
は陰性を示した．

　以上の病毒によって定型的な日本脳炎を発症

したものは脳牛球は病理学的検査により脳実質

の充血及び漿液の浸出，円形細胞浸潤像を呈

し，更に補体結合反応及び申和試験により日本

脳炎によることが同定された．
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第2表　日本脳炎患者の髄液より病毒分離

実験番号

No．　1

No．　2

No．　3

No．　4

No．　5

No．　6

No．　7

No．　8

No．　9

No．10

マウス脳内接種量

0．025cc

O．025cc

O．025cc

O．025cc

O．025cc

O．025cc

O．025cc

O．025cc

O．025cc

O．025cc

発病より
実験日迄
の日数

3　日

4　日

4　日

3　日

5　日

3　日

11　日

4　日

5　日

5　日

採集より接
種迄の時間

1時間30分

2時間10分

2時間10分

　　30分

　　10分

　　40分
1時間30分

1時間30分

　　2分
　　　2分

実験日時

5／D（

5／D（

5／］X

5／lx

7／D（

27／皿

27佃
27／V皿

5／D（

5／Dく

発症の有無

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（＋）

（＋）

第3表　日本脳炎患者の血液より病毒分離

／

実験番号

No．　1

No．　2

No．　3

：No．　4

No。　5

：No．　6

No．　7

No．　8

No．　9

No．10

マウス腹部皮下注射量
　（脳内血液接種量）

0・2cc＋（0・025cc）

0．2cc十（0．025cc）

0．2cc十（0．025cc）

0・2cc＋（0・025cc）

0・2cc＋（0・025cc）

0．2cc十（0．025cc）

0・2cc＋（0・025cc）

0・2cc＋（0・025cc）

0．2cc十（0．025cc）

0．2cc十（0．025cc）

発病より
実験日迄
の日数：

5

4

4

7

6

4

6

3

6

3

日

目

日

日

日

日

日

日

日

日

採種より
接種迄の
時閻

10　分

10　分

5　分

10　分

15　分

5　分

30　分

10　分

5　分

5　分

実験日時

5／D（

5／Dく

5／皿

5／D（

7／D（

27パ皿

27梱
27／皿

5／D（

5／IX

発症の有無

（一）

（一）

（一）

（＋）

（一）

（一）

（＋）

（一）

（＋）

（一）

　　　　　第3節小　　　括
　笠原h）によると髄液からの日本脳炎ウイル

スの分離率は10％内外であったと述べている

が，余は発病後5日を隔て2例が陽性で20％の

成績を得た．

　小林12）はウイルス分離iは発病一3日，5日の

2回に検査したが，病毒は証明されなかったと

述べ，余は癸病後5日目頃が良い結果が得ら

れ，髄液を採集してからマウスに接種する迄の

時闇が重大な影響を及ぼすものと考え，時聞を

縮め接種まで2分間を要したものが良い結果を

得た．

　土屋13）は23年度において早期患者血液を枕

頭においてマウスに接種し19例中1年置おいて

病毒分離iに成功したが，次回は全く陰性に絡つ

たとし，これらは患者病日数は4～5日のその

5例で，病日数が分離に関係するのではないか

といっている．

　笠原15）は最近髄液9例中2例から脳炎病毒

を分離したと述べているが，余の陽性例と略ヒ

似た成績である．

　次に文献に見られる髄液よりの病毒分離につ

いて見るに川村16）は発病後4～8日目の8例

は陰性（検査回数10回），9日目及び11日目のも

のは各々1例のみ検出したと述べ，小林17）は

33例及び55例中1吟ずつにのみ検出し，三田村

18）は8回の実験申6回（第；2～第；7病日）におい

て陽性の成績を報告している．川村は「三田村

氏等のいう如き，その頻度は高くはない」と述

べている．
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　次に血液よりの病毒分離は稻田，9）によれば

病日の極期，第5，第6，第7両日迄は陽性率

が著しく高いといっている．余も亦10例中陽性

を示したのは3例にしてその病日も6～7日目

で最も良い結果が得られた．

　次に諸家の血液からの病毒分離の実験例を示

すと，三田村20）は比較的容易なりと述べ，氏

等の検出は6例（発病後6～7日まで）の中4例

からウイルスを検出し，小林21）等はこれに反

し34例の患者血液を検するに全部陰性の結果を

得たといい，川村22）は発病後4～11日のもの

全例に陰性の成績を得たという．

　藤井23）は血液申よりウィルスを分離するに

は血中病毒は第1週より第2週目に証明し易き

ものならざるやと述べている．

　次に血液のマウス脳への接種は手技が梢ヒ繁

雑で同流こ脳穿刺後直ちに死亡することがあっ

た．たまたま北岡は幼若マウスの皮下，或いは

腹腔内にウイルスを接種すれば良く罹患するこ

とを確認したと述べていることより余も腹部皮

下に注射し満足すべき結果が得られた．

　叉稻田25）がいう如く日本脳炎病毒分離は血

液を用いる方が髄液を用いるより成績が良かっ

たと述べているが，余も血液の方が髄液を用い

るよりも梢ミ成績が良かったと考える．

　　　　　　第4章

　　　　　第1節研　究　方法
　日本脳炎患者の発生せる家屋より日没後30分して吸

出管を用いて蚊を採集し，圭に家蚊について病毒分離

を試みた．

　：No・8，及びNo・9は日本脳炎疑似症にして，発病

決定と岡時に地方機関の浦毒が行われるので，予報を

受けると同時に発生地の人家におもむくため診断の確

定をまたず，蚊を凝集したわけである．その後眞葛縄

日本脳炎患者発生家屋よリ採集せる家蚊よりの病毒分離について

本脳炎ではなく疫痢，髄膜炎と診断された．

　　　　　第2節　実　験　成　績

　実験例は9例である．患家より探集された蚊

属は主としてアカイエカ，コガタアカイエカ’

シナハマダラカで合計214匹を数え，その内コ

ガタアカイエカは109匹，アカイエカは81匹，

シナハマダラカは24匹であった．

鞍日本醗雛家屋より縢る家蚊よりの病総li薔，．（コガタアカイエカアカイエカシナハマダラカ）

実験番号

No．1

No．2
：No．3

：No．4

No．5
：No．6

No．7
：No．8

No．9

　　　
患劃年齢
性別1（歳）

♀

♀

♀

3

3

3
♀

3

6

12

13

8

12

5

4

4

15

16

発病日

17／珊

18畑
22／田

8／D（

21畑
21佃
17／皿

9／皿

25／田

診断日

21／皿

23佃
24畑
12／IX

23／皿

25畑
21畑
24佃
29佃

実1験に使用
した蚊数

C・T・17匹

C・P・19匹

C・T・34匹

C・T・22匹

C・P・29匹

C・T・8匹
C・T・23匹

C．P・8匹
C・：P・25匹

患家よりの蚊属及び数 1実験囎

C．T・17匹

C．P・19匹，　C．T・8匹

C・P・21匹，C・T・34匹，　A・H・S・4匹

C・P・8匹，C・T・22匹

C・P・29匹，C・T・24匹，　A・H・S・18匹

C・T・8匹
C・T・23匹，A・H・S・4匹

C・P・8匹
C・T・21匹，C・P・25匹

一（3代）

一（3代）

一（6代）

一（5代）

一（2代）

一（3代）

一（3代）

一（3代）

一（3代）

　以上よりの病毒分離は第4表に示す如く，す

べて陰性に絡つた．

　　　　　　第3節　小　　　　括

　小林26）は患者発生家屋内その他で捕獲iした

蚊からの病毒分離iを実験し，患家より6件，及

び無関係の8件の家屋内で捕獲した蚊の病毒分

離は14例68匹の蚊について検査しその結果はす

べて陰性に絡つたと述べている．
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　余も亦実験例9例，214匹について病毒分離

を試みたが，すべて陰性に絡つた．この病毒分

離の困難なる理由として考えられることはその

年に発生せる脳炎病毒の強弱が関係すると思わ

れ，更に近来発病と同時に保健所等による百重

な浩毒が行われるために一々蚊の探針を困難に

するために，以後の患者家屋からの病毒分離は

一暦困難になって来る．特に面倒なることは日

没後であるために患家の理解ある協力なくして

は家屋全般の蚊の一宮が至難な事柄である．

第5章　蚊媒介に関する実験的研究

　　　第1節　病毒吸十干のマウス心血に

　　　　　　よる日本脳炎の発生

　　　　　第1項目　究　方　法

　日本脳炎病毒∫・2869株の脳牛球よりリソデル液

の10倍稀釈脳乳剤を作り10－2稀釈液を原液として実

験に使用した．

　この脳乳剤に20％のシロップ及び家兎脱繊維素血液

を加えて混合し，これを滅菌せる綿球に歩歩させ，i欠

いで2日間室町状態にしたアカイエカ．コガタアカイ

エカを夫々1回に90匹ずつ，ガーゼに水をうるほし湿

度を保つた籠の申に入れ，脳乳剤と共に暗所に2時間

放置し，吸血して腹部の赤色に膨満し，有毒状態にな

ったと思われる蚊を吸虫管にて取り出し，吸血後4日

目に，あらかじめ背部の毛を脱毛して四肢及び尾を固

定した3匹の幼若マウスに1昼夜自由に刺興せしめ，

翌朝この蚊群を取り出し，更に吸血日より計算して8

目目，及び14日目に同様にマウス刺整を行わしめた．

この間，蚊はシロップを用いて嗣回した．刺整された

マウスの観察期閻は7日間とし実験後4日目に発症し

たマウスの脳をリンゲル液にて10倍稀釈脳乳剤を作り

これにペニシリン5000軍位：Perccを添加し次代マウ

スの脳内に接種して病毒の固定をはかった．

　叉7日後にも発症しないマウスはエーテルにて殺

し上記の方法により作った脳乳剤を，マウス脳内に

0・02ccずつ接種し一括累代法にて継代接種を行った．

　以上の他，対象として3匹のマウスに生理食塩水を

脳内に0・02ccずつ注入して，7日目ごとにエーテル

にて殺し継代接種を試みた．

　　　　　第2項　実　験　成　績

　第5表に示す如く実験番号No．1は吸毒した

第5表　吸眈蚊の刺整によるマウスの発症が犬況

実験番号

No．　1

No．　2

No．　3

使用し
た蚊属

C．T．

（68匹）

C．P．

（74匹）

C．T．

（60匹）

吸血後
の日数：

4　日

4　日

4　日

初　　代

④　7日→

8〕7日一

0　7日→

8〕7日一

＠　7日→・

8〕7日目

2　　代

●6日〔

⑭6日→
㊥6日
〔8〕7日一

〔85日一

〔8〕7日一

「霧葺昌一

〔817目一

3　　代

⑧5日〔

⑳5日→
⑭5日
〔87日一

膿1昌一
〔§〕7個入

④5日〔㊥5日一

〔8〕7日一

4　　代

④5日〔

⑳5日→
⑬5日
〔8

〔

⑳5日　　　　一一ケ
●5日
［§

●5日〔

　　　　一÷⑳5日
し8

備 考

⑳　発症

θ　疑症

○　無症候

C．T．コガタア
　　　カイ一二

C．：P．アカイエ

　　　カ

Culex　tritaeniorhynchus　Gilesの68’匹を，4日目

に3匹の幼若マウスに刺応せしめたところ7日

目に1匹より日本脳炎の疑似症が認められた．

よってこれより2代目のマウスにうえたところ

6日目に立毛，四肢麻痺，スタート姿勢を発し

て死亡したために，その出面球を10倍脳乳剤稀

釈液とし，これにペニシリン5000輩位Per　ccを

加えて0．02ccずつ脳内に接種し，第3代目は

5日目に定型的日本脳炎の発症を来たして死亡

し継代接種した．他の初代2匹は陰性に絡つ

【10】
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た．

　叉実験No．2は吸毒したCulex　p五plens　pallents

collquilettの74匹を4日後にマウスに刺整させ

たるに第2代の1匹に5日目に疑いの日本脳炎

檬の発症を認め以後第3代，第4代，第5代に

も発症が認められた．他の初代マウス2匹は陰

性に絡つた．

　実験No．3は吸毒したCulex　pipiens　Pallents

conquilettの60匹を4日後にマウスに二二せし

めたるに初代の1匹に7日目に定型的日本脳炎

の発症を認め以後も継代接種にて発症が確認さ

れた．残りの初代2四こは発症が認められなか

った．

　対象’群のマウスから何ら症候が現われなかっ

た．

　吸血後第8日目，第14日目にも同様の方法に

よりマウスを刺蟄せしめたが発症が認められな

かった．

　　第2節病毒吸院児の磨砕乳剤による

　　　　　マウス脳内接種について

　　　　　第1項研　究　方法
　目本脳炎病毒J・2869株をリンゲル液にて10倍脳乳

剤とし，これをアカイエカ，コガタアカイエカ夫六毎

回90匹宛に前門と同檬に吸飲させ，吸毒後4日目，8

日目，14日目にリソデル液にて10倍蚊乳剤稀釈液を作

り5000回転30分間遠心し．その上清にペニシリン5000

軍位Perccを加えて10｝2，10こ3，10｝4倍稀釈液を作

り，1群3匹とした幼若マウス脳内に0・02ccずつ接

種し前記と同檬な観察方法をとり，一括累代法により

継代接種を行った．

　　　　　第2項　実　験成　績
　実験：No．4はCulex　tritεLellior　hynchus　Giles

の64匹に10『21倍稀釈液を吸わしめ，その後4

日後にマウスに接種した．

　即ち第6表に示す如く初代の3匹に接種後5

日目に夫々日本脳炎の発症を来たし，2代，3

代，4代にも発症が見られた．第8日目，第14

日目の実験はすべて陰性に絡つた．

　実験No．5はCulex　pipiens　Pallents　conqllilett

の51匹に10－2倍稀釈液を吸わせ，その後4日

目に接種した．初代3匹は夫々5日後に定型的

第6表　吸眈蚊の蚊乳剤のマウス脳内接種による癸症状況

実験番号

：No．　4

No．　5

稀釈度

10－2

10－2

10－3

10－4

使用した蚊属

C．T．

（64匹）

C．：P．

（51匹）

C．P．
（32匹）

C．P．
（40匹）

吸眈後
の日数

4　日

4　日

4　日

4　日

初　　代

⑳　5日→

④　5コ口

⑤　5日→・

㊥　5日→

0　5日→

0　7日
0　7日→

0　7日
0　7日→’

2　　代

「饗昌一

「⑳5日
　　　→1⑳5日
1霧9冨一

18髪昌一

「㊤5日一．

L◎5日

07日
〔

　　　一÷07日
〔8離職

3　　代

18垣葺一

「8娼一

罪珪昌一

「窓二一

［8鴉一

「8

「8

4　　代

〔豊

〔8

〔霧

〔霧

〔3

な日本脳炎が発症し第2代，第3代にも同様発

症が認められた．10剛3，10－4は第6表に示す如

く夫々陰性に絡つた．

　　　　　　第31臣行　ノ」、　　　　　括

　蚊体内における病毒の二二を追及する方法

は，多量の病毒を蚊体内に吸引させその病毒が

蚊体内において如何なる川留をとるかを，蚊を

磨埣してマウス脳内に接種：するという方法以外

には考えられないとされ，この方法によって三

田村27）は吸血させたCulex　tritaenlor　hynchus

Gjles及びCulex　pipiens　Pallents　conquilettを

1週間から1ヵ月聞室温に保つた後マウスに吸
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いっかせ，或いはその乳剤をマウスの脳内に接

種し，初代マウスは発症が認められなかった

が，2代後に動物罹患に成功したと述べ，更に

案頭は人工的に感染させた蚊の乳剤をマウス脳

内に接種し蚊体内の病毒量を逐日的に測定し病

毒は蚊体内において吸瓢後一旦減量するが，再

び増殖するものであることを明らかにした．叉

同時に行われたマウス刺蟄実験において初代動

物に脳炎発症を認めたという．

　叉安東28）は吸毒蚊と共にマウス2匹ずつを

飼育し，被刺整マウスはすべて10日闇の観察期

間後に屠殺し次代に接種：し，1例は第2代目の

1匹に，他の1例は第3代，第4代に各2系の

日本脳炎病毒を得たと述べている．

　次に三田村27）は吸毒した蚊は有毒となるた

めには3日から2～3週間を必要とし，一一旦有

毒となった蚊は平生病毒を保有すると述べてい

る．

　叉高木29）は病毒吸引後16時闇及び24時間に

蚊体内に病毒を証明したものは1例もなかった

と述べ，更に金子30）も亦，吸毒蚊100匹を用い

て刺咬による日本脳炎罹患試験は1日目，3日

目，5日目，8日目に行ったが，成績は陰性に

絡つたと報告している．

　1余は、Culex　tritaenioYhynchus　Gilesを用いて

病毒を吸眈させ，次でマウス刺整によって初代

の1’匹に日本脳炎を発症させるのに威功した

が，残り2例は2代目で始めて発症した．

　叉病毒吸眈蚊を磨埣してマウスに接種：したと

ころ，吸毒後4日目に初代マウスに全部発症さ

せることが出来た．　　　　　　　　’

　即ちこれらの実験は日本脳炎病毒が蚊によっ

て人聞及び動物に伝播されるという三田村及び

北岡の読を支持する実験成績である．

　上記の実験に使用したマウスが日本脳炎に罹

患したことは臨床症候，中和試験，補体結合反

応，及び病理所見より確認された．

第6章夏期におけるモルモットの日本脳炎補体結合反応について

　　　　　第1節研　究方法
　蚊の未だ発生しない4月上旬にモルモットを購入

し，あらかじめ日本脳炎の抗体の存じないものを50匹

用意し，1群を10匹とした．

　即ちA群は全然流蝋装置をほどこさないで開放飼育

し，：B群は完全なる指尺装置をほどこし成虫蚊の発生

する時期にはD・D・T・を撒布し病院の研究室内で飼

育した．

　C群は防蚊二二をほどこした箱の中に置き，郭内に

富山市内の各地で7月初旬より9，月三旬までの闇に探

集した幼虫よ：り翅化させたアカイエカ，コガタアカイ

エカの総：計2820匹を入れた，

　D群は上記と同舟に防蚊装置をほどこした学内に置

き冨山市内及び動物舎で，7月初旬より9月申旬迄の

聞に採集した成虫のコガタアカイエカ総計6239匹を

入れた（吸血蚊を含む）．上記の防壁髪癖は寧ろ蚊の遁

走を防ぐための襲置である．

　：叉E群には詩家に依頼して謙語装置をほどこさない

で飼育した．

　以上の二二のモルモットは7，月8日，8月22目，9

月12日の3回にわたり心臓穿刺によって約5ccの血液

を採集し10月面倒に一括して補体結合反応試験を施行

した．

　　　　　第2節　実　験　成　績

第7表A）モルモットの補体
　　　結合反応について

実験番号

No．　1

No．　2

No．　3

No．　4

No．　5

：No．　6

No．　7

：No．　8

No．　9

No．10

7月8日

・・2
P・・4

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

8月22日

1・2 P1・4

（一）

（＋）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

9月12日

1：2

（一）

（＋）

（一）

（一）

（死）

（死）

（一）

（一）

（一）

（一）

1＝4
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第8表’B）防蚊装置内のモルモット

　　　の補体結合反応について

9月12日

第；10表D）　成虫蚊と飼育したモル

　モットの補体結合反応について

実験番号

No．　1

No．　2

No．　3－

No．　4

No．　5

No．　6

No．　7

No．　8

No．　9

No．10

7月8日 8月22日

・・2 P・・4・・2i・・4

（一）

（一）

一（死）

（一）

（一）

（死）

（一）

（一）

（一）

（一）

1（一）

（一）

（死）

（一）

（一）

（死）

（一）

（一）

（一）

（一）

■

・・2i1・4

1＝1

四i

屍l

l＝l

l＝；

実験番号
7月8日
1・・21・・4

No．　2

No．　3

No．　4

：No．　5

N〔》．　6

No．　7

No．　8

No．　9

No．10

N・�i一）
（一）

（一）

（死）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

8月22日

・・2
P・・4

（一）

（＋）

（一）

（死）

（死）

（一）

（一）

（一）

（＋）

（＋）

9月12日

1・2
P・・4

（一）

（＋）

（一）

（死）

（死）

（＋）

（一）

（一）

（一）

（＋）

第9表C）幼虫より転化した家

　蚊と飼育したモルモットの

　　補体結合反応について

実験番号

：No．　1

：No．　2

No．　3

：No．　4

No．　5

：No．　6

：No．　7

：No．　8

No．　9

：No．10

7月8日
・・21・・4

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

8月22日　　9月12日

目・2｝1・4い・2ト4

（一）

（死）

（一）

（＋）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（＋）

（一）

（死）

（一）

（死）

（一）

（一）

（＋）

（死）

（一）

（一）

第；11表E）　人家内に飼育せるモル

モットの補体結合反応について

実験番号

No．　1

No．　2

No．　3

No．　4

No．　5

No．　6

No．　7

No．　8

No．　9

No．10

探血

5cc

5cc

5cc

5cc

5cc

5cc

5cc

5cc

5cc

5cc

7月8日

・・2
P・・4

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

8月22日

・・21・・4

（＿）1

（一）

羅

圏

続l

il＝；

（＋）

9月12日

・・2
P・・4

（＋）

（一）

（死）

（一）

（死）

（一）

（一）

（死）

（一）

（一）

　A群の実験動物は10例で7月8日の補体結合

反応は夫々陰性を示し，8月22日に10例採血し

1例（No．2）が血清稀釈1：2で陽i生，9月12日

迄’に2匹死亡し8例探血：No．2のみが陽性であ

った．

　B群の10例中死亡したもの2例で8例につい

て補体結合反応を見ると，7月8日，8月22

日，9月12日に刈干したもの悉く陰性であっ

た．

　C群は7月8日に陰性を示し8月22日迄に1

例死亡し，9例申2例（No．4，　No．7）陽性，9

月工2日迄に2例死亡し探血7例中1例（：No．7♪

陽性であった．

　D群は7月8日迄に1例死亡し採血9例です

べて陰性を示し，次で8月22日迄に1例死亡し

探血せる8例中3例（No．2，　No．6，　No．7）が陽

性，9月12日に8例探血しこの3例が陽性であ

った．

　E群は7月8日に夫々陰性を示し8月22日迄

に3例死亡し，探血7例無骨【生は1例（No・1）

であり，9月12日に7例探恥し陽性は同じくこ

の1例であった．

　以上の実験例申8月22日の採血は夫々補体結
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合抗体価が高く，9月12日になって梢ぐ低い抗

体価が得られた．

　　　　　第3節小　　　括
　この種の実験的研究の一部は既に竹内，三

上，沼田，高山，山根等により発表されてい

る．

　殊に山根3エ）は岡山にて蚊の実際的に浩滅し

た時期12，月～2月に生れたる仔犬11匹を2群に

分ち，前者の5匹は昼下外に遊ばせて夜は金網

と蚊帳を張った箱に入れ，他の6匹は放ち飼い

として毎日1～2回探血して血中抗体の潰長を

見ると，箱外に開放したる群は夏を過ぎると著

明な抗体を得たが，これに反して隔離した群に

は少しも抗体が証明されなかったし，仔犬は昼

間は箱外で戯れ共に同じ食器で食餌をとり，叉

互になめあったりしているから若し接触や経口

感染とすれば両群の間の抗体産生にこのように

はづきりした差が現われないことから，ウイル

スの媒介は夕刻から出てしかもかやをとおらな

い何者かであることは想像に難くないといい，

多分蚊の刺蟄によるのではないかと発表した．

　沼田32）は1951年の防蚊：室内飼育モルモット13

匹における補体結合反応は悉く陰性であり，無

防蚊室内飼育モルモットについて同上試験を行

ったところ11匹中3匹に陽性を示したといい，

叉厚生省の衛生検査指針33）によると本症の大

流行時には全モルモソトの約50％が本抗体を獲

得するといい，高山34）は東京都における1948

年の観察では8月から10月迄に全モルモットの

61．9％に本抗体が存在したと述べている．

　但し竹内35）は二二及び無防蚊装置内に家兎

を用いて18ヵ月間に亘り中和能力を検したるに

すべて差違を認めなかったと発表した．

　余は歌況を異にしたる種：類のモルモヅトの補

体結合反応を検したるに，防蚊装置のモルモッ

トはすべて陰性を示し，幼虫を翅化せる家蚊に

より刺整されたモルモヅトの補体結合反応は8

月22日に22．3％，9月12日に14．2％の陽性

を示した．三田村27）等のいう有毒化した蚊は

終生病毒を保持し，更に卵巣感染を生じて幼虫

も有毒化しているために補体結合反応が陽性と

なったのかも知れないが，更に実験を重ねる必

要を認める．

　次に成虫蚊により刺整したモルモヅトの補体

結合反応は8月22日に37．5％の陽性を示し，

9月12日に37．5％の陽性を示したのは，自然

界より病毒を吸暁しこれがかくの如き高い補体

結合反応を来たしたと思考される．

　次に人家内に飼育せるモルモットの補体結合

反応は8月22日に11．1％の陽性を示し，9月

12日に始めて14．2％の陽性成績を示した．

　自然界に放置せるモルモットの該試験成績は

8月22日に14．2％，9月12日に14・2％の陽性

成績を示した．

　この2例は三上36）等のい5恐らく蚊によつ

て補体結合反応が陽性となったものであるとの

考えに一・致するものでなかろうか．

第7章結

　1）　自然界に存在する蚊を7月，8月及び9

月において最低は36匹，最高824匹を採集し蚊

乳剤を作り，マウス脳内に接種した10回の実験

において日本脳炎病毒の分離は悉く陰性に絡つ

た．

　2）　日本脳炎患者から，発病後早きは2日，

逞い例は11日を経て髄液をマウス脳内に接種し

たるに，実験二三10例の内2例に日本脳炎病毒

論

を分離し，三二患者血液をマウスの腹部皮下に

接種して経過を観察したるに10例中3例におい

て病毒分離に成功した．

　3）　9例の日本脳炎患者発生家屋より探冷し

たアカイエカ及びコガタアカイエカより病毒分

離を試み，蚊乳剤をマウス脳内に接種したが，

すべて陰性に絡つた．

　4）蚊による日本脳炎媒介の実験的研究を行

【14】
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つた成績は次の如くである．

　i）」・2869株を乳剤としてアカイエカ及び

コガタアカイエカに吸毒させ，4日目にマウス

に刺蟹せしめた3回の実験ではいずれもマウス

の発症を確認した．

　ii）吸毒後4日目のコガタアカイエカ及びア

カイエカを磨砕し蚊穿L剤としてマウス脳内に接i

回した2回の実験は，初代のマウスから定型的

月本脳炎が発症した．

　5＞　モルモットを用いて日本脳炎補体結合反

応について研究を行った．

　即ちA群をm匹とし4月上旬より開放装置の

内に入れ，：B群の10匹は語論装置を：施し，C群

の10’匹は防蚊装置の内におき富山市内より幼虫

を探集し，7月より9月初旬に亘り翅化せしめ

た成虫蚊を入れたその数は2820匹であった．

　D群の10匹は防蚊装置の内に成虫数6239匹を

放ち飼育した．

　E群の10匹は自然界に放置した．

　以上の各群の補体結合反応を見るに，D群が

最：も高い陽1生率を示し，次でC群，E群，　A群

の順に陽性を示し，絶対信心のB群のみ陰性で

あった．

　欄筆に当り恩師谷教授の御懇篤なる御指導と御校

閲に対し衷心より感謝の意を表します．
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